
浅
田

生
年
月
日

正
博
教
授

昭
和
二

O
年
一

O
月
二
五
日

本

籍

地

現

住

所

略
歴

大
阪
府
堺
市
東
区
草
尾
一
一
七
四

京
都
市
伏
見
区
深
草
車
阪
町
一
番
地
七
九

昭
和
四
二
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
八
年

昭
和
六

O
年

昭
和
六

O
年

四
月

二
H
月

四
月

四
月

四
月

二
円
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

二
一
歳

二
五
歳

月

二
七
歳

三
一
歳

三
二
歳

三
四
歳

三
七
歳

三
九
歳

龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
入
学

龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
仏
教
学
専
攻
入
学

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
仏
教
学
専
攻
終
了

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
仏
教
学
専
攻
入
学

叡
山
学
院
講
師
(
昭
和
六
一
年
三
月
ま
で
)

龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
文
学
研
究
科
仏
教
学
単
位
取
得
満
期
退
学

龍
谷
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
専
任
講
師

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

仏
教
大
学
通
信
教
育
非
常
勤
講
師
(
昭
和
六
一
年
三
月
ま
で
)
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昭

和

六

年

昭
和
六
三
年

平
成

平平
成成

平
成

平
成

平 平
成成

平
成

九
年

平
成
一
三
年

平
成

平
成
一
四
年

平
成
一
五
年

平
成
一
七
年

平
成
一
七
年

平
成
一
八
年

平
成
一
九
年

平
成
二

O
年

九
月

四
月

元
年

二
年

四
月

四
月

二
年

四
月

四
年

七
年

四
月

九九九
年年年

月
四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

六
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
O
歳

四
二
歳

四
三
歳

四
四
歳

四
五
歳

月

四
六
歳

四
九
歳

五
一
歳

五
五
歳

五
六
歳

五
七
歳

五
九
歳

六
O
歳

六
一
歳

六
二
歳

中
央
仏
教
学
院
通
信
教
育
部
講
師

京
都
橘
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
(
平
成
七
年
三
月
ま
で
)

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
研
究
員
{
平
成
一
三
年
三
月
ま
で
)

京
都
精
華
大
学
非
常
勤
講
師
(
平
成
五
年
三
月
ま
で
)

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
教
授

中
央
仏
教
学
院
学
校
教
育
部
講
師

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
部
長
(
平
成
九
年
三
月
ま
で
)

本
願
寺
派
司
教

龍
谷
大
学
文
学
部
教
授

行
信
教
校
講
師
(
平
成
一
二
年
三
月
ま
で
)

大
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
兼
任
講
師

放
送
大
学
講
師
(
非
常
勤
)
(
平
成
一
四
年
三
月
ま
で
)

宗
学
院
別
科
講
師
(
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
)

博
士
(
文
学
)
龍
谷
大
学

本
願
寺
派
勧
学

相
愛
大
学
非
常
勤
講
師
(
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
)

龍
谷
大
学
宗
教
部
長
(
平
成
二

O
年
三
月
ま
で
)

宗
学
院
本
科
講
師

九
州
龍
谷
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
(
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
)
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平
成
二
一
年

平
成
二
一
年

平

成

六

年

平
成
二
六
年

平
成
二
六
年

褒
賞

昭
和
五
七
年

四
月

六
三
歳

本
願
寺
派
勧
学
寮
員

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
長
(
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
)

龍
谷
大
学
教
授
定
年
退
職

龍
谷
大
学
名
誉
教
授

龍
谷
大
学
研
究
フ
エ
ロ

l

十
月

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
賞

平
成
一
四
年
四
月
1
平
成
二
四
年
三
月

平
成
一
八
年
四
月
i
平
成
二
四
年
三
月

平
成
一
九
年
四
月
l
平
成
二
四
年
三
月

四
月

二
月

六
八
歳

四
月

四
月

所
属
学
会

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
日
本
仏
教
学
会
、
龍
谷
仏
教
学
会
、
真
宗
連
合
学
会
、

密
教
図
像
学
会
、
天
台
学
会
、
叡
山
学
会
、
仏
教
史
学
会

-7-

社
会
的
活
動

平
成
二
五
年
五
月
1
平
成
二
六
年
四
月

ほ
か

真
宗
連
合
学
会
理
事

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事

H
本
仏
教
学
会
常
務
理
事

龍
谷
仏
教
学
会
会
長



浅
田
正
博
教
授

主
要
業
績
目
録

(
著
書
)

仏
教
(
テ
キ
ス
ト
)
(
共
著
)

道
歌
心
の
姿
見
(
共
著
)

存
覚
上
人
書
写
本
末
法
灯
明
記
講
読

道
歌
心
の
写
し
絵
(
共
著
)

仏
教
か
ら
見
た
修
験
の
世
界
『
修
験
三
十
三
通
記
』
を
読
む

七
高
僧
傍
訳
全
書
第
三
巻
(
共
著
)

天
台
四
教
儀
講
述

往
生
要
集
講
述

『
釈
尊
の
教
え
と
そ
の
展
開
』
中
国
・
日
本
編
(
共
著
)

「
伝
教
大
師
の
心
を
た
ず
ね
て
」
『
近
江
の
文
化
と
博
統
』
所
収

『
近
江
の
文
化
と
伝
統
』
編
集
委
員
会
・
高
橋
正
隆
ほ
か
6
名

「
親
驚
聖
人
と
比
叡
山
の
修
行
」
『
親
驚
聖
人
伝
』
所
収
中
央
仏
教
学
院
編

「
親
驚
が
学
ん
だ
比
叡
山
に
お
け
る
念
仏
の
伝
承
」
『
釈
尊
と
親
驚
』
所
収

龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
編
・
法
磁
館

「
日
本
天
台
の
教
学
論
争
」
『
天
台
』
(
共
著
)
所
収
自
照
社
出
版

「
往
生
要
集
に
お
け
る
臨
終
来
迎
」
『
極
楽
へ
の
い
ぎ
な
い
』
(
共
著
)
所
収
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
編

戒

律

を

知

る

た

め

の

小

辞

典

(

編

著

)

永

田

文

昌

堂

1 

中
央
仏
教
学
院

大
倉
精
神
文
化
研
究
所

永
田
文
昌
堂

大
倉
精
神
文
化
研
究
所

国
書
刊
行
会

四
季
社

浅
田
研
究
室

永
田
文
呂
堂

勧
学
寮
編

2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 11 15 14 13 

平

成

四

年

平
成
一

O
年

平
成
一
一
年

平
成
一
二
年

平
成
一
二
年

平
成
一
三
年

平
成
一
五
年

平
成
二

O
年

平
成
二
一
年

平
成
二
二
年

平
成
二
三
年

平
成
二
三
年

平
成
二
四
年

平
成
二
五
年

平
成
二
六
年

五七七五五三七三七
月月月月月月月月月
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七六
月月

四
月

三
月

九
月

ニ
月



(
学
術
論
文
)

『
別
伝
』
を
中
心
と
す
る
一
・
一
一
の
問
題
(
共
著

)

U

E

5

5

包
間
宮
一
一
ー
一

最
澄
の
延
暦
二
十
一
年
天
台
開
宗
説
に
つ
い
て
|
大
須
本
僧
綱
補
任
を
中
心
に
|

印
度
学
仏
教
学
研
究
二
二
ー
一

関

口

博

士

の

五

時

八

教

廃

棄

論

へ

の

疑

義

印

度

学

仏

教

学

研

究

二

三

1

二

徳
一
の
『
中
辺
義
鏡
』
撰
述
意
図
|
最
澄
の
『
一
乗
義
集
』
へ
の
反
論
か
|

仏
教
学
研
究
三
一

伝

教

大

削

と

天

台

八

教

大

意

印

度

学

仏

教

学

研

究

二

四

1

一

徳
一
教
学
へ
の
疑
義
|
『
止
観
論
』
を
中
心
と
し
て
|
印
度
学
仏
教
学
研
究
二
五
1

二

『
守
護
国
界
章
』
に
お
け
る
止
観

l
特
に
徳
一
の
『
止
観
論
』
を
中
心
と
し
て
|

『
仏
教
の
実
践
原
理
』

『
次
第
神
門
』
に
お
け
る
前
・
万
使
思
想
の
伝
承
と
展
開
仏
教
学
研
究
三
四

宝

地

一

房

証

真

に

お

け

る

天

台

教

判

の

理

解

仏

教

文

化

研

究

所

紀

要

一

七

南

都

六

宗

と

東

大

寺

印

度

学

仏

教

学

研

究

二

七

l

一

『
一
乗
要
決
』
の
引
文
態
度
よ
り
見
た
る
源
信
の
最
澄
観
宗
学
院
論
集
四
九

積
善
院
符
稚
に
つ
い
て
|
聖
護
院
調
査
中
間
報
告

l

印
度
学
仏
教
学
研
究
二
八
1

二

最

澄

に

お

け

る

後

期

宗

観

念

の

成

立

に

つ

い

て

叡

山

学

院

研

究

紀

要

三

伝
教
大
師
最
澄
の
往
生
思
想
に
つ
い
て
|
龍
山
発
願
文
を
中
心
と
し
て
|

真
宗
研
究
二
五

印
度
学
仏
教
学
研
究
二
九
1

二

1 2 3 4 5 6 7 8 9 14 13 12 11 10 15 

『
通
六
九
証
破
比
量
文
』
の
撰
述
年
時
に
つ
い
て

昭
和
四
六
年

七
月

昭
和
四
八
年
一
二
月

昭
和
五

O
年

二
月

昭
和
五

O
年
一
一
月

昭
和
五

O
年
一
二
月

昭
和
五
二
年
三
月

昭
和
五
二
年
一
二
月

昭
和
五
三
年
三
月

昭
和
五
三
年
九
月

昭
和
五
三
年
一
二
月

昭
和
五
四
年
三
月

昭
和
五
五
年
三
月

昭
和
五
五
年
一

O
月
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昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

月月



ー
最
澄
の
前
期
宗
観
念
へ
の
導
入
と
し
て
|

龍
谷
大
学
大
学
院
紀
要
二

宗
学
院
論
集
五
三

16 

奈
良
朝
仏
教
に
お
け
る
宗
観
念
に
つ
い
て

17 

教
行
信
証
に
お
け
る
天
台
教
判
用
語
の
依
用
に
つ
い
て

聖
護
院
所
蔵
『
山
門
雑
記
』
三
巻
の
原
本
検
出
に
つ
い
て

18 

ー
宝
地
一
房
証
真
の
真
筆
本
を
含
む
|

叡
山
学
院
研
究
紀
要
五

19 

臨
済
宗
に
お
け
る
得
度
儀
規
の
源
流

l
万
安
本
の
検
出
を
通
し
て
|

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要

ー
聖
護
院
所
蔵
『
山
門
雑
記
』
を
め
ぐ
っ
て
|

印
度
学
仏
教
学
研
究
三
了
二

真
宗
公
論
二
一

20 

宝
地
房
証
真
の
真
蹟
本
の
発
見

23 22 21 

往
生
要
集
講
読
(
一
)

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
『
法
華
経
』
不
引
の
理
由

円
珍
真
筆
本
の
発
見
|
聖
護
院
所
蔵
『
三
部
受
茶
』
に
つ
い
て
| 印

度
学
仏
教
学
研
究
三
二
l

25 24 

伝
教
大
師
最
澄
に
お
け
る
円
機
巳
熟
思
想
の
検
討

聖
護
院
所
蔵
・
敬
彦
説
『
台
学
専
注
』
の
検
出
に
つ
い
て

27 26 

往
生
要
集
講
読
(
二
)

『
法
華
秀
句
』
中
巻
別
撰
説
に
つ
い
て

ー
『
守
護
国
界
章
』
と
の
関
連
に
お
い
て
|

仏
教
学
研
究
四
一

龍
谷
大
学
論
集
四
二
四

日
本
仏
教
学
会
年
報
四
九

ー
「
五
時
八
教
廃
棄
論
」
と
の
関
連
に
お
い
て
|

叡
山
学
院
研
究
紀
要
七

真
宗
公
論
二
二
・
二
三
合

Hg昭
和和
五五
七六
年年

.。
月

昭
和
五
七
年
一

O
月

昭
和
五
七
年
一
一
月

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
九
年

昭
和
五
九
年

昭
和
五
九
年

昭
和
五
九
年
一
一
月

昭
和
六

O
年

昭
和
六

O
年

月
三
月
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四
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五
月月月

四
月



29 28 

龍
谷
教
学
二
一

昭
和
六
一
年

親
鱒
聖
人
と
『
往
生
要
集
』

石
山
寺
所
蔵
『
一
乗
仏
性
究
覚
論
』
巻
第
一
・
巻
第
二
の
検
出
に
つ
い
て

龍
谷
大
学
論
集
四
二
九

昭
和
六
一
年
一
二
月

30 

法
宝
撰
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
巻
第
四
・
巻
第
五
の
両
巻
に
つ
い
て仏

教
文
化
研
究
所
紀
要
二
五
昭
和
六
一
年
一

O
月

『

一

乗

仏

性

究

覚

論

』

の

共

同

研

究

印

度

学

仏

教

学

研

究

三

五

1

二

昭

和

六

二

年

三

月

『
一
乗
仏
性
懇
日
抄
』
に
お
け
る
『
一
乗
仏
性
究
党
論
』
の
影
響

l
特
に
『
一
乗
章
』
の
引
用
を
通
し
て

l
(共
著
)

仏

教

学

研

究

四

三

昭

和

六

二

年

六

月

親

駕

聖

人

の

『

往

生

要

集

』

観

『

往

生

要

集

研

究

』

昭

和

六

二

年

八

月

『
守
護
凶
界
章
』
と
『
法
華
秀
句
』
と
の
関
連
性
に
お
け
る
疑
義
|
特
に
「
七
教
ニ
理
」
と
「
十
教
二
理
」
を
と
お
し
て
|

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
二
六
昭
和
六
二
年
一
二
月

親

驚

聖

人

と

源

信

和

尚

『

真

宗

重

宝

来

英

』

第

八

巻

昭

和

六

三

年

六

月

聖
護
院
所
蔵
『
修
要
秘
決
伝
講
筆
記
』
に
つ
い
て
|
特
に
衣
体
分
十
二
通
を
中
心
と
し
て
|

仏

教

学

研

究

四

五

・

四

六

合

平

成

二

年

l

木
内
尭
央
教
授
に
対
し
て
|

印

度

学

仏

教

学

研

究

三

八

ー

二

平

成

二

年

|
叫
修
験
三
十
三
通
記
』
並
び
に
『
修
験
修
要
秘
決
集
』
を
通
し
て
|

大

倉

山

論

集

二

七

平

成

32 31 34 33 36 35 37 

伝
教
大
師
の
「
円
機
巳
熟
説
L

再
考

38 

修
験
教
義
書
に
引
用
さ
れ
た
口
伝
書
の
考
察

39 

修
験
道
に
お
け
る
「
柱
源
供
養
法
」
の
思
想
基
盤
に
つ
い
て

ー
『
修
要
抄
』
の
「
峰
中
正
潜
項
柱
源
供
養
法
大
事
」
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て
|

一、，・

二
月

-11-

二
月

二
月

二
年

ニH川



40 

『
日
本
の
仏
教
と
文
化
』

『
修
験
修
要
秘
決
集
』
の
注
釈
書
と
し
て
『
修
要
紗
』
三
巻
と
『
修
験
記
』
十
巻
と
に
つ
い
て

龍
谷
大
学
論
集
四
三
六

玄
旨
帰
命
壇
の
本
質
と
愛
色
の
思
想
|
特
に
玄
旨
壇
の
堂
内
荘
厳
を
通
し
て
|

大
倉
山
論
集
二
九

西

方

の

浄

土

と

己

心

の

浄

土

中

央

仏

教

学

院

紀

要

一

O

霊

空

・

義

瑞

「

即

心

念

仏

」

論

争

考

大

倉

山

論

集

三

四

『

天

地

神

紙

審

鎮

要

記

』

訳

注

(

六

)

(

共

著

)

大

倉

山

論

集

三

五

最

澄

と

徳

一

と

の

論

争

『

日

本

仏

教

諭

l
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
思
想

m』
|

近
世
に
お
け
る
修
験
教
義
の
注
釈
書
|
『
修
要
紗
』
と
『
修
験
記
』
に
つ
い
て
|

『
近
世
の
精
神
生
活
』

伝

教

大

師

最

澄

の

円

機

思

想

『

現

代

へ

の

宗

教

の

視

点

』

法
宝
の
ご
乗
仏
性
」
教
学
の
特
色
(
そ
の
こ

i
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
の
前
三
巻
を
中
心
と
し
て
|

仏
教
学
研
究
五
三

玄

旨

帰

命

壇

の

考

察

特

に

帰

命

壇

濃

項

に

つ

い

て

大

倉

山

論

集

四

二

『
教
行
信
証
』
に
な
ぜ
『
法
華
経
』
が
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
天
台
教
学
と
の
関
連
に
お
い
て

真
宗
研
究
会
紀
要
三

O

『
天
地
神
祇
審
鎮
要
記
』
訳
注
(
一

O
)
(共
著

)

大

倉

山

論

集

四

二

宗

教

の

歴

史

観

龍

谷

教

学

三

五

『
日
本
思
想
史
辞
典
』
『
顕
戒
論
』
・
『
最
澄
』
・
『
三
乗
一
乗
論
争
』
の
三
項
目
ぺ
り
か
ん
社

41 46 45 44 43 42 48 47 50 49 53 52 51 

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平平
成成

平

成

九

年

平
成
一

O
年

平
成
一

O
年

平
成
一

O
年

平
成
一
二
年

平
成
一
三
年

二
年

七
月

二
年

七
月

三

年

三

月

五
年
一
二
月

五
年
一
二
月

六

年

三

月

七

年

九

月

八八
年年

- 12一

七三
月牟月H

月
H
月

三
月

三
月

六
月

六
月



55 54 

『

日

本

仏

教

の

文

献

ガ

イ

ド

』

「

顕

戒

論

」

解

説

法

蔵

館

人
は
な
ぜ
何
の
為
に
生
ま
れ
て
く
る
の
か
|
日
本
仏
教
:
:
:
特
に
親
鶏
聖
人
の
場
合
ー
ー

平
和
と
宗
教
二

O

中
世
に
お
け
る
源
信
の
伝
記
と
説
話
性
|
特
に
『
忠
心
僧
都
物
語
』
(
ま
た
は
天
然
本
)
を
中
心
と
し
て
|

仏
教
学
研
究
五
六

56 60 59 58 57 

比
叡
山
の
修
行
と
親
驚
聖
人

勧
学
寮
例
会
研
究
紀
要

龍
谷
大
学
論
集
四
六
一
号

日
本
仏
教
総
合
研
究
創
刊
号

龍
谷
教
学
三
九

山
口
真
宗
教
学
一
九

京
都
光
華
女
子
大
学
「
真
宗
文
化
」
一
七
号

九
州
龍
谷
短
期
大
学
仏
教
文
化
第
一
七
号

行
信
学
報
二
一

龍
谷
大
学
論
集
四
七
四
・
問
七
五
合
併
号

龍
谷
教
学
四
五

『
法
華
仏
教
研
究
』
一
五
号

二
ニ
号
、
金
剛
大
学
校
仏
教

二
O
O
一
年
度

清
算
書
写
『
二
締
三
諦
同
異
抄
』
(
仮
題
)

伝
教
大
師
最
澄
に
お
け
る
宗
派
意
識
の
推
移
に
つ
い
て

安
心
論
題
の
現
代
的
意
味
(
共
著
)

親
驚
聖
人
と
比
叡
山

資
料
紹
介

68 67 66 65 64 63 62 61 

自
力
か
ら
他
力
へ

親
驚
聖
人
と
比
叡
山
の
修
行

親
驚
聖
人
に
お
け
る
天
台
用
語
の
依
用
に
つ
い
て

『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
「
凡
夫
」
の
検
討

親
舗
網
聖
人
と
『
法
華
経
』

三
乗
・
一
乗
の
権
実
論
争
に
つ
い
て

日
本
仏
教
に
お
け
る
ご
三
権
実
論
争
」

『
悌
教
学
レ
ビ
ュ
ー
』

平
成
二
二
年
二
一
月

平
成
一
三
年
一
二
月

平
成
一
四
年

平
成
一
四
年
一
二
月

平
成
一
五
年

平
成
一
五
年

平
成
二
ハ
年

平
成
一
九
年

平
成
二

O
年

平
成
二

O
年

平
成
二

O
年

平
成
二

O
年

平
成
二
二
年

平
成
二
五
年

平
成
二
五
年

一一円月月
五
月

四
月

- 13一

三、四
月 月月

五
月

七
月月

四
月

六
月



韓
国
仏
教
管
見
:
:
:
日
本
と
韓
国
の
仏
像
を
通
し
て
:
:
:
叡
山
学
院
研
究
紀
要
四

龍

谷

大

学

所

蔵

古

活

字

本

目

録

(

共

著

)

龍

谷

大

学

写

経

の

教

育

的

意

義

児

童

心

理

三

八

1

九

闘

城

寺

と

龍

谷

大

学

閥

城

寺

五

一

号

「
浄
土
真
宗
と
天
台
宗
と
の
同
異
」
『
宗
教
』
昭
和
六
一
年
九
月
号
所
収

教
育
新
潮
社

経

典

を

学

ぶ

尊

さ

学

ぴ

の

友

一

五

1

一一

往

生

要

集

古

典

の

こ

こ

ろ

(

四

)

所

収

月

例

講

話

集

第

七

大

倉

精

神

文

化

研

究

所

献

体

の

勧

め

学

ぴ

の

友

二

一

ー

一

O

悲

喜

と

も

に

慈

思

学

び

の

友

二

一

ー

一

一

寸
比
叡
山
の
浄
土
教
」
寸
大
倉
山
夏
季
公
開
講
座
H
」

所

収

大

倉

精

神

文

化

研

究

所

大
倉
邦
彦
先
生
の
生
地
と
近
世
の
窓
口
長
崎
を
訪
ね
て
大
倉
山
論
集
三
四

浅

田

文

太

君

へ

学

ぴ

の

友

二

三

l

三

「
伝
教
大
師
最
澄
の
円
機
思
想
」
『
現
代
へ
の
宗
教
の
視
点
』
山
田
明
爾
編
所
収

永
田
文
昌
堂

り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ
ク
ス
特
別
号
龍
谷
大
学
本
館
改
修
竣
工
記
念

龍
谷
大
学
宗
教
部

一

味

六

七

O
号

(
そ
の
他
)

⑥⑤④③②①  

聖
護
院
蔵
書
等
の
整
理
と
研
究
を
担
当
し
て
(
二
)

本
山
修
験
七

O

⑪⑬ ⑫⑪⑬⑨③⑦  ⑬ 

「
仏
像
に
魅
せ
ら
れ
て
」

⑬ 

麦
粉
の
上
人

昭
和
五
六
年

四
月

昭
和
五
六
年
一

O
月

昭
和
五
七
年
一
一
月

昭
和
五
九
年
八
月

昭
和
六

O
年

五
月

昭
和
六
一
年

昭
和
六
二
年
七
月

平
成
四
年
一
一
月

平

成

五

年

六

月

平

成

五

年

七

月

平

成

五

年

八

月

平
成
五
年
一
二
月

平
成
六
年
一
一
月

九
月

- 14-

平

成

八

年

『
真
実
を
学
ぶ
』
所
収

平

成

九

年

五

月

平
成
九
年
一
二
月

七
月



⑬⑬⑫  

学
ぴ
の
友
二
六
ー
一
一

学
ぴ
の
友
二
六
l

一
二

寸
大
倉
山
講
演
集
羽
」
所
収

大
倉
精
神
文
化
研
究
所

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
『
宗
報
』
四

O
三
号

百
華
苑

百
華
苑

り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ
ク
ス
八
九
『
ね
が
心
を
育
て
る
』
所
収

龍
谷
大
学
宗
教
部
編

心
に
刻
む
こ
と
ば
(
二
)
所
収
「
無
戒
名
字
の
比
丘
」
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

「
比
叡
山
時
代
の
宗
祖
」
平
成
一
四
年
布
教
講
会
講
義
録
所
収西

本
願
寺
布
教
講
会
事
務
局

『

生

か

さ

れ

る

命

を

見

つ

め

て

』

永

田

文

H
H
堂

親

驚

聖

人

と

比

叡

山

の

修

行

中

央

仏

教

学

院

報

一

五

号

「
真
宗
に
お
け
る
戒
と
僧
」
『
現
代
戒
想
』
(
多
田
孝
文
・
末
木
文
美
士
編
)
所
収

仏
教
タ
イ
ム
ス
社

本
願
寺
出
版
社

り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ
ク
ス
一
一
一
『
生
か
さ
れ
て
生
き
る
』
所
収

龍
谷
大
学
宗
教
部

り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ
ク
ス
一
一
八
『
畳
の
星
』
所
収

心
を
鋭
に
映
し
て
み
れ
ば
・
:

花
の
心
を
知
る

道
の
こ
こ
ろ
:
:
:
比
叡
山
回
峰
行
に
よ
せ
て

⑫⑫@@  

地
獄
は
存
在
す
る
か

『
他
力
へ
の
道
』

『
宿
縁
を
慶
ぷ
』

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」

@@  ⑫@@  @@  

『
私
の
歩
ん
だ
仏
の
道
』

「
生
か
さ
れ
る
命
を
見
つ
め
て
」

@ 

「
ど
う
し
て
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か
」

平
成
一

O
年

平
成
一

O
年

平
成
一

O
年

平
成
一
一
年
一

O
月

平
成
一
二
年

平
成
一
二
年

平
成
一
二
年

平
成
一
三
年

平
成
一
四
年

平
成
一
五
年
一

O
月

平
成
一
六
年
二
月

平
成
一
六
年
五
月

平
成
一
七
年
一

O
月

平
成
一
八
年

七
月

八
月

八
月

二
月

一一月
七三
月月

- 15一

二
月

五
月



@ 

龍
谷
大
学
宗
教
部

宗
教
教
育
研
究
会
紀
要
四
三
田
所
収

宗
教
教
育
研
究
会

対
談
親
駕
聖
人
の
実
像
に
せ
ま
る
(
共
著
)
「
一
味
」
親
驚
聖
人
七
五

O
回
大
遠
忌
記
念
誌

「
仏
教
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
」
り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ
ク
ス
二
一
三
『
真
実
に
生
き
ん
』
所
収

龍
谷
大
学
宗
教
部

『
仏
の
大
悲
心
を
学
ぶ
』
所
収中

央
仏
教
学
院

「
親
驚
聖
人
と
比
叡
山
の
修
行
」

@@  ⑧ 

私
に
と
っ
て
な
ぜ
浄
土
真
宗
な
の
か

@@  

東
日
本
大
震
災
を
機
縁
と
し
て

「
無
常
の
上
の
慶
ぴ
L

中
西
智
海
先
生
喜
寿
記
念
文
書
刊
行
会
編

り
ゅ
う
こ
く
ブ
ッ
ク
ス
一
一
一
六
『
悲
喜
の
涙
恥
所
収

施
谷
大
学
宗
教
部

『
生
か
さ
れ
て
生
き
る
』
龍
谷
大
学
仏
教
学
科
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
仏
教
と
人
生
の
課
題
」
二

@ 

探
求
社

⑧ 

寸
恩
愛
の
紳
を
断
ち
て
」
『
閣
を
照
ら
す
光
の
一
言
葉
』
所
収

自
照
社
出
版

平
成
二

O
年
一

O
月

平
成
二
一
年

平
成
二
二
年

五
月

平
成
二
三
年
一
一
月

平
成
二
三
年

二
月

平
成
二
三
年
二
一
月

平
成
二
五
年

- 16一

月

平
成
二
五
年
一

O
月

平
成
二
五
年
一
一
月


